
●森林の環境への影響を考えてみよう
１　森林は二酸化炭素を吸収し、地球温暖化を抑制する働きがあります。森林（木）は、自然の中でどんな働きをしているか、書き出してみましょう。
1 （例）葉は、二酸化炭素を吸ってくれる。
　　②

　　③

　　④

　　⑤

２　森林には次のような役割があります。グループで調べてみましょう。
　　①カーボンニュートラル

　　②バイオダイバーシティ

　　③森は海の恋人（運動）

　　④緑のダム
３　森林を守っていくためにはどうしたら良いでしょう。
　　①
　　②
　　③
　　④
　　⑤
▼学習の進め方

	児童・生徒の流れ
	先生の手順、サポート等

	１　森林の役割を書き出す。
	◆地球温暖化の原因について説明し、森林の自然の中での働きについて考え、書き出してみる。
　・地球温暖化の原因である温室効果ガスで、生活に一番身近なものは二酸化炭素であることを説明する。
　・森林は環境保護、環境浄化の役割だけでなく、資源としても有用。建築木材、薪、生物のえさ、生物の住処、水の浄化、洪水の阻止、未開の薬品や新素材の提供等。

	２　グループで調べる。
	◆グループ分け（５人）をし、インターネットで調べてみる。
　・「カーボンニュートラル」等の意味を、インターネットを使って調べてみる。
　・１で書き出した森林の働きと比べてみる。

	３　発表する
	◆グループで調べた言葉の意味を発表する。
　・グループの代表者を決めて、発表してもらう。
　・お互いの発表を認め合う。

	４　みんなで話し合う
	◆森林を守っていくためにはどうしたら良いか、みんなで話し合う。
　・全員で意見を出し合う。


▼基本的事項

	ねらい
	二酸化炭素を吸収し、温暖化を抑制する働きのある森林について環境への影響を考えていく中で、人による森林の行き届いた管理が必要であることに気づく

	対象
	小学校高学年以上

	所要時間
	４５分

	学習形態
	個人⇒グループ

	手法
	調べ学習

	準備するもの
	課題シート、パソコン（インターネット使用）


①カーボンニュートラル


　　森林は二酸化炭素を吸って、太陽の光によって有機物が作り、これを燃やすと二酸化炭素に戻り、最終的にプラスマイナスゼロとなること。


　　建築資材のような形で利用し、その間燃やさなければ、数十年～１００年以上も二酸化炭素を保持してくれる。


②バイオダイバーシティ


　　豊かな森林は、豊富な種類の生物の住処になり、また森林の持つ有機物が多様な生物を育ててくれること。種の多様性の保持。


③森は海の恋人（運動）


　　森林の有機物が河川に入り、河川や沿岸の生物魚介類を養うこと。


④緑のダム


　　森に落葉がたまり、雨水がゆっくりと地中に浸透していき、地下水を涵養してくれること。森林の地下水は森林土壌の濾過作用により、きれいな湧き水となる。





森林は放置しておくと、樹勢が弱く荒山となり、二酸化炭素の吸収が弱くなってしまう。また、葉からの蒸散（ストロー効果）により水分が失われ、益々森林は荒廃するとも言われている。


そうしないために、森林を健全に保つことが大切であり、人による森林の行き届いた管理が必要である。








